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■	会社概要（2021年9月30日現在） ■	グローバルネットワーク
設 立 1939年9月24日
資 本 金 29億6,097万円
従 業 員 単体：596名

連結：2,932名
本社所在地
〒240－0023
神奈川県横浜市保土ケ谷区
岩井町51番地
TEL 045－731－1211（代表）

■	役員の状況（2021年9月30日現在）

代 表 取 締 役 社 長 島 津 幸 彦
代 表 取 締 役 専 務 永 峯 道 男
取 締 役 鈴 木 　 徹
取 締 役 杉 山 晴 光
取 締 役 増 田 　 茂
取 締 役 岡 　 徹
取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ） 長　村　由紀夫
取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ） 浅 野 謙 一
取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ） 小宮山　　　榮

（補）取締役（監査等委員） 會 澤 安 生

■	株主メモ
事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内
および特別口座の 一丁目4番1号
口 座 管 理 機 関 三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先 〒168－0063
　 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
　 三井住友信託銀行株式会社
　 証券代行部

■	株式の状況（2021年9月30日現在）

発行済株式総数 39,254,100株
株 主 総 数 7,687名

0120－782－031
（フリーダイヤル）
受付時間：土日祝を除く
平日9:00～17:00

株主の皆様へ
2021年12月発行

株式会社パイオラックス （証券コード：5988）
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※１： 記念配当5.00円を含んでおります。
※２： 配当は、2017年4月1日を効力発生日とした株式分割（普通株式1株を3株に分割）後の値に調整

しております。

※１

売上高 （百万円） 営業利益 （百万円） 親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益 （百万円）

配当について

財務ハイライト

連結中間
連結通期

中間配当金（円）期末配当金（円）

Q.	 事業分野の9割を占める自動車関連分野について展望をお聞かせください。
　自動車業界は100年に一度の変革期と言われ、CASE（コネク
テッド、自動運転、シェアリング、電動化）という言葉がキーワー
ドになっています。自動車部品メーカーとしては、製品群が多く、
既に納入実績もある電動化分野への期待は大きいですが、電動化に
囚われず、CASE全てを商機と捉え、部品というハード面で貢献し
ていきたいと思っています。CASEに対応した開発チームを立ち上
げたほか、多様な試作品開発に着手し、次世代車への取り組みを推
進していきます。

Q.	 もう一つの注力分野である医療事業についての展望はいかがでしょうか。
　自動車部品で培った「弾性」の技術を活用し、医療機器の開発・製造に取り組んでいます。手術治療
においても、出来る限り体に傷を付けず、患者様の負担を減らした「低侵襲治療」が主流になりつつあ
ります。当社の主力製品はそうした血管内治療・内視鏡治療に使用するためのカテーテルやガイドワイ
ヤーなどです。全体に占める売上比率はまだ10%未満ですが、売上50億円の早期実現を目標に、自動
車部品と並ぶ経営の柱に育てていきます。

Q.	 当中間期の業績の概要についてお聞かせください。
　当社グループの主要なお取引先である自動車業界につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響
に加え、世界的な半導体需要の逼迫を受けて自動車メーカー各社の減産が顕著となり、また材料の供給
問題・価格高騰、経済活性化に伴う輸送コストの増加等の影響を受けるなど依然厳しい状況ではありま
したが、今期は昨年度のようなロックダウン等による生産減少、稼働停止等は発生しなかったことから、
国内生産台数も前年と比較して大幅な増加となりました。
　このような需要環境のもと当社グループといたしましては、お取引先からのニーズを確実に捕捉し、
グローバルに拡販活動を継続的に推進いたしました結果、売上高は28,003百万円と、前年同期比
7,619百万円（37.4％）の増収となりました。一方利益面におきましては、増収による限界利益の増
加に加え、より一層の合理化を推進いたしました結果、営業利益は2,996百万円（前年同期は3百万円
の損失）、経常利益は3,521百万円（前年同期比403.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は
2,525百万円（前年同期比422.4％増）となりました。

Q.	 株主の皆様への還元についてお聞かせください。
　当社は安定配当の継続をベースとしつつ、業績に裏付けられた弾力的な利益還元を行うことを利益配
分の基本方針としております。また、事業展開の節目には記念配当を実施してまいりました。
　今後も業績を勘案しつつ、安定的な配当を実施してまいります。



事業紹介・トピックス事業紹介

　自動車部品製造で培った高度な弾性技術、表面処理技術などを応用し、医療機器分野においても、先
進性のある製品を開発・製造・販売しております。
　身体への負担が少ない「低侵襲治療」用の医療機器を開発し、弾性技術で医療に貢献することを目指
しております。

［医療関連分野］

　「手技を標準化するデバイスの開発」というビジョンの下、この度、胆管用金属ステントの周りにシ
リコンカバーを装着した「カバードバイルラッシュ アドバンス」を開発いたしました。金属ステント
を体内に留置する際、医師が最も注意する点は「ステント留置時の位置決めと位置ズレ」です。留置の
成功の可否は、医師の留置経験からくる技量差によっ
ても大きく異なります。
　この技量差を解消し、“手技の標準化”を目指し、胆
管用カバード金属ステントとしては最細径のデリバ
リーシース（外径2.3mm）と位置ズレを起こし難い
ステントデザインを考案、留置時の課題解決が可能な
カバードステントの開発に成功いたしました。多くの
患者様の治療のお役に立てるよう、販売促進に努めて
おります。

◆新製品紹介◆　
　販売名：カバードバイルラッシュ	アドバンス（胆管用金属ステント）

　自動車関連は、パイオラックス全体の売上高の中でも約9割を占める主力分野です。1台の自動車
で当社グループの製品が1,500個以上使用されるケースも珍しくありません。その内容は、精密ばね、
樹脂ファスナー、それらを複合して組み立てた小型ユニット部品など、どれも自動車には不可欠な製品
ばかりです。国内のカーメーカーをはじめ、欧米のカーメーカーとも取引があります。

［自動車関連分野］

■ ファスナー部品
内外装部品の固定や電線
を束ねる各種クリップ類、
パイプとゴムホースの接
合部で、漏れ・抜け止め
を防ぐホースクランプな
どがある。

■ 開閉機構部品
グローブボックスなどの
オープン機構に用いられ
るエアダンパーやラッチ
などがある。

■ 駆動系部品
トランスミッションな
どの自動車の駆動機構
に用いられるリテーナー
ASSYや部品保持力を高
めるためのスナップリン
グなどがある。

■ 燃料系部品
燃料を安全で確実に給
油・貯蔵・供給するため
に用いられる各種バルブ
類を中心に、チューブ、
フィルターなどがある。



IR情報トピックス

　2022年4月4日に、東京証券取引所新市場区分への移行が予定されております。当社は、2021年
7月9日付で東京証券取引所より、新市場区分における上場維持基準への適合状況に関する一次判定結
果を受領し、「プライム市場」の上場維持基準に適合していることを確認いたしました。この結果を受
け、当社は新市場区分「プライム市場」を選択し、東京証券取引所に対して申請いたしました。

　自動車、医療に続く第3の柱となる新規事業を発掘するため、当社の「弾性技術」を活用し、他業種
との「筋電義手」の共同開発を推進しています。

新規事業の発掘「筋電義手」開発TOPICS

1

　エンジンと連結しているオートマチックトラン
スミッションには、エンジンオイルとは別の専用
オイルが使用されています。
　オイル交換が必要な場合、従来は全てのオイル
が廃棄されていましたが、オイルの状態に応じて
交換に必要な最小限の量にとどめるバルブ機能を
設けたチューブを開発したことで、廃油量を削減し、
環境負荷低減を実現しました。

オートマチックオイル排出量調整機能付きオイル注入排出チューブTOPICS

2

オイルの排出・注入

■新市場区分における「プライム市場」の選択申請に関するお知らせ

〈開発の狙い〉
　既存品の「重い・高い・見た目が悪い」
から「軽い・安い・カッコイイ」へ

〈北九州大学との共同試作品〉
　炭素素材により剛性を持ちながら、
軽量化を図っています。

　当社では、株主の皆様の日頃のご支援にお応えし、当社株式への投資魅力を高め、中長期的に保有し
て頂くことを目的として株主優待制度を実施しております。

■株主優待制度のご案内

　2021年11月9日プレスリリースの通り、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行及び
株主の皆様への還元策の一環として、自己株式の取得及び消却を実施することといたしました。なお、
11月30日付で、予定通り1,200,000株の自己株式の消却を実施しております。

■自己株式の取得及び消却について

〈優待制度〉
保有株式数 継続保有期間 優待内容

100株以上
300株未満

1年以上　3年未満 500円分のクオ・カードを贈呈
3年以上 1,000円分のクオ・カードを贈呈

300株以上
1,000株未満

1年以上　3年未満 3,000円相当のグルメギフト券
を1枚贈呈

3年以上 上記に加え
2,000円分のクオ・カードを贈呈

1,000株以上
1年以上　3年未満 5,000円相当のグルメギフト券

を1枚贈呈

3年以上 上記に加え
2,000円分のクオ・カードを贈呈

慈善活動
2021年3月期の株主優待より、
日本赤十字社への寄付を実施し
ております。この度、26名の
株主様のご賛同をいただき、寄
付金を日本赤十字社に全額寄付
させていただきました。多くの
株主様より温かいご芳志を賜り、
心よりお礼を申し上げます。

多くの機関投資家の
投資対象になりうる
規模の時価総額（流
動性）を持ち、より
高いガバナンス水
準を備え、投資家と
の建設的な対話を
中心に据えて持続
的な成長と中長期
的な企業価値の向
上にコミットする
企業向けの市場

公開された市場に
おける投資対象と
して一定の時価総
額（流動性）を持
ち、上場企業として
の基本的なガバナ
ンス水準を備えつ
つ、持続的な成長と
中長期的な企業価
値の向上にコミッ
トする企業向けの
市場

高い成長可能性を
実現するための事
業計画及びその進
捗の適時・適切な
開示が行われ一定
の市場評価が得ら
れる一方、事業実
績の観点から相対
的にリスクが高い
企業向けの市場

JASDAQ

スタンダード

グロース

マザーズ市場第二部

市場第一部

現在の市場区分 見直し後の市場区分 (2022年4月4日以降)
プライム市場 スタンダード市場 グロース市場

関節に
ばねを組み込み、

指の動きを
再現

つまみを回転
　 ↓
バルブ位置で
排出される
オイル量が
決まる


